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グループ回想法場面で発揮されている実施者の実践能力
内野　聖子 1　　浅川　典子 2　　橋本　志麻子 3

　抄　録
　目的：本研究の目的は認知症高齢者を対象に行ったグループ回想法実施場面の録画映像データを観察調査し，
グループ回想法場面で発揮されている実施者の実践能力内容を明らかにすることである．
　研究方法：グループ回想法は高齢者や実施者に了解を得た上でビデオ録画しながら実施した．録画映像データ
から認知症高齢者に対する実施者の声かけなどの関わりについて得られた観察調査結果から，内容の類似性に基
づいて分類しカテゴリ化した．
　結果：高齢者にわかりやすい情報提供などの【参加した認知症高齢者に配慮した回想法展開能力】，高齢者同
士をつなげるなどの【参加高齢者の社会性発揮に配慮する能力】，機能低下へのサポートなどの【個々の参加高
齢者の持っている力を引き出す能力】の 3カテゴリが抽出された．
　考察：実施者は高齢者が戸惑わずに参加できるように配慮し，社会性発揮に力を注ぎ，話しを聴くことに重点
を置いて本人の持っている力を引き出しながら機能低下をサポートし，その人らしさを大事にして回想法を実践
していることが明らかになった．

キーワード：グループ回想法，回想法実践能力，認知症高齢者，録画映像データ，観察調査

Therapists’ approaches during group reminiscence therapy sessions

UCHINO Seiko, ASAKAWA Noriko and HASHIMOTO Shimako

　Abstract
　Objective: To classify therapists’ approaches during reminiscence therapy sessions for the elderly with dementia, with a 
view to determining their ability to appropriately perform such therapy.
　Methods: Group reminiscence therapy sessions were held and videotaped with elderly participants’ and therapists’ consent. 
The obtained recordings were analyzed, and therapists’ approaches, such as verbal communication, were classified into 
categories based on content similarities.
　Results: The following categories were extracted: [developing reminiscence therapy in consideration of the characteristics 
of elderly participants with dementia]: such as providing appropriate information; [promoting elderly participants’ 
sociability]: such as helping them establish relationships with other participants; and [harnessing individual elderly 
participants’ remaining abilities]: such as addressing their decreased functions.
　Conclusion: During reminiscence therapy sessions, therapists adopted approaches, including: preventing elderly 
participants with dementia from facing difficulty in participating, promoting their sociability, addressing their decreased 
functions by harnessing their remaining abilities through supportive listening, and respecting their personality.

Keywords： group reminiscence therapy, skills to implement reminiscence therapy, elderly with dementia, video data, 
observation and examination
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Ⅰ．緒言

　現在，認知症高齢者は増加の一途をたどり，

Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia（以

下，BPSDとする）などの種々の問題が起こっている．

認知症高齢者への対策の 1つとして，1960年初頭に

アメリカの精神科医 Robert. N. Butlerにより提唱され

た回想法 1）を含めて，音楽療法等の非薬物療法が行

われている．野村は回想法の実施者への効果として一

人ひとりの高齢者の生活史や生き方に対する敬意の深

まりなどを示しており 2），まさにこれは高齢者ケアの

根幹をなすものであると考える．

　また，介護労働者の離職率が悪化し良質な人材確

保の難しさが問題となっており 3），畦地は介護職員に

とって利用者を受容しきれないと感じること自体がス

トレッサーとなっていると報告している 4）．良質な人

材確保，ストレスやバーンアウトへの対策が急務であ

ると考える．内野はグループ回想法（以下，回想法と

する）を 4回以上実施することによる実施者のバー

ンアウト軽減効果 5），回想法の中で高齢者ケア技術が

向上するヒントを実施者が得た可能性を報告してい

る 6）．回想法の実施者がその場で実施している効果的

な関わりや発揮している力を実感したりお互いに評価

して高め合うことができれば，ストレス緩和に貢献で

きると考える．さらに，内野はグループ回想法の熟練

実施者にグループインタビューを行い，【回想法を円

滑に実践していること】や【高齢者ケア能力が向上し

たこと】などの実践能力を報告しているが 7），回想法

実施場面で実施者が発揮している実践能力を網羅して

いるとは言いがたい．

　本研究の目的は認知症高齢者を対象に行ったグルー

プ回想法実施場面の録画映像データを観察調査し，グ

ループ回想法場面で発揮されている実施者の実践能力

内容を明らかにすることである．また，今後，本研究

の結果は，実施者の実践能力を自己評価および他者評

価することができるグループ回想法実践能力尺度（質

問式）（観察式）を作成する際の一助とする．

＜用語の操作的定義＞

1．回想法実践能力：グループ回想法の実践を積み重

ねた者が参加高齢者にとって最大限の効果を目指して

実践する能力とする．実施体験の積み重ねにより回想

法を円滑に実施でき，高齢者ケア能力の向上を実感し

ていることが示されており 7），高齢者への関わり方を

含めて有効な回想法が行われていると考える．また，

実施回数が少ない者がグループ回想法の実施体験を積

み重ねている者と十分な話し合いのもとで発揮された

能力も含むこととする．実施回数が少ない者であって

も積み重ねている者と十分に話し合いを行った上での

実施内容は高齢者に有効なものであると考える．

Ⅱ．研究方法

1．回想法の実施方法

1） 参加高齢者：以下の選定条件を満たす高齢者が参

加した．

　（1） 高齢者福祉施設を利用している認知症高齢者で

ある．

　（2） 認知症の程度は Functional Assessment Staging

（FAST）で 2～ 7である．

　（3）身体症状は安定している．

2）実施期間：平成 22年 11月から平成 23年 3月

3） 実施状況：原則，週に 1回，毎週同じ曜日，午後

の時間帯で，1クール 8回を 2クール実施した．

時系列に沿ってテーマを設定し，テーマに関連す

る道具を活用しながらグループ回想法を実施した．

　  　また，実施者同士で，回想法実施前には前回か

らの申し送り事項を確認しながら準備し，終了後

には高齢者の参加状況や実施方法の工夫の必要性

等について振り返りを行った．

2．回想法実施場面の観察調査

1） 対象者：以下の選定条件を満たす回想法実施者を

対象者とした．

　（1） 回想法の研修会や勉強会に参加したことがあ

る．

　（2） 認知症高齢者が参加した回想法を実施したこと

がある．

2）研究期間：平成 22年 11月から平成 24年 8月
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3）実施場所：高齢者福祉施設内の一室

4）実施方法

　（1） 回想法実施場面の録画する旨を説明し，認知症

高齢者，回想法の実施者に了解を得た上で行っ

た．

　（2） 回想法実施場面における実施者の発言内容につ

いて逐語録を作成した．

　（3） 録画された回想法実施場面について，認知症高

齢者に対する回想法内での実施者の関わりとし

て声かけ，高齢者が有する障害への対処などの

動作を観察した．

5）分析方法

　発言内容の逐語録を作成し動作の観察結果を追加し

て，質的記述的分析を行った 8）．「参加高齢者への関

わり」「回想法の展開」に関連する文章を抽出し，そ

れをコード化した．意味内容の類似性に基づいて類似

したコードをサブカテゴリ化し，その後カテゴリ化し

た．また，回想法実施者から協力を得てカテゴリ化し

た結果が意図していることと異なっていないかを確認

し，老年看護学および質的研究の専門家，非薬物療法

経験者から複数回スーパーバイズを受けながら分析を

行った．

3．倫理的配慮

　対象者が所属する組織の管理職者に許可を得て，倫

理審査委員会に相当する会議にて研究の承認を受けて

行った．対象者（高齢者，回想法実施者）に対して研

究の目的・方法，研究への自由参加，不参加でも不利

益がないこと，匿名性の遵守，データ管理の徹底，秘

密の厳守，研究終了後データは破棄されることを口頭

と文書で説明し，同意書により承諾を得た．また，高

度認知機能低下がある高齢者の場合は家族から代諾を

得るとともに，毎回の開始前の参加意思確認も慎重に

行った．なお，本研究は国際医療福祉大学倫理審査委

員会から承認を得て実施した（承認番号：10-78）．

Ⅲ．結果

1．参加した高齢者の基本属性（表 1）

　回想法に参加した高齢者 15人の年齢は 90歳代が 5

人，80歳代が 8人，70歳代が 2人であった．性別は

女性 14人，男性が 1人であり，認知症の疾患はアル

ツハイマー型認知症が 7人，脳血管性認知症が 4人，

老人性認知症が 4人であった．なお，グループ回想法

は，高齢者 9名が参加したグループと 6名が参加した

グループの 2つのグループで行われた．

2．回想法実施者の基本属性（表 2）

　回想法実施者は 17人であり，年齢は 70歳代が 1人，

60歳代が 5人，50歳代が 2人，30歳代が 8人，20歳

代が 1人で，性別は女性が 9人，男性が 8人であった．

表 1　グループ回想法に参加した高齢者の基本属性
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グループ回想法の実施体験回数は 1回から 450回であ

り，実施体験回数が少ない者も含まれていたが，グルー

プ回想法実施前後で綿密な打ち合わせや情報交換を行

いながら進めていた．

3．グループ回想法における実施者の実践能力

　分析した結果，サブカテゴリは 35，カテゴリは 3

であった．以下，カテゴリを【　】，サブカテゴリを

＜　＞で示す．【参加した認知症高齢者に配慮した回

想法展開能力】，【参加高齢者の社会性発揮に配慮する

能力】，【個々の参加高齢者を支える能力】の 3カテゴ

リが抽出され，カテゴリごとにサブカテゴリを示す．

1） 【参加した認知症高齢者に配慮した回想法展開能

力】（表 3-1）

　参加した認知症高齢者に配慮しながらグループ回想

法を展開する能力である＜高齢者が戸惑わないように

準備し，参加高齢者を迎え入れる＞，＜高齢者が思い

出せるように道具を提示する＞，＜高齢者が言った

ことに対し，高齢者の思いに寄り添って共感する＞，

＜高齢者の保持している力（記憶力など）に着目す

る＞などの 15サブカテゴリであった．

2） 【参加高齢者の社会性発揮に配慮する能力】（表

3-2）

　グループで行っていることを活かして認知症高齢者

の社会性発揮に配慮する能力である＜参加者同士をつ

なげる＞，＜高齢者が思い出せるように他の参加者か

らの言葉を伝える＞などの 3サブカテゴリであった．

3） 【個々の参加高齢者の持っている力を引き出す能

力】（表 3-3）

　高齢者が参加しやすくなるように，障害などに対し

て支援しながら参加している認知症高齢者それぞれが

持っている力を引き出す能力である＜高齢者の難聴・

理解力低下などの機能低下に対応する＞，＜高齢者の

話を相手の身になって聴く＞などの 17サブカテゴリ

であった．

Ⅳ．考察

　本研究では，グループ回想法実施場面の録画映像

データを観察調査し，実施者の回想法実践能力を明ら

かにした．以下，熟練した回想法実施者にグループイ

ンタビューした先行研究結果 7）と比較しながら，参

加した認知症高齢者に配慮した回想法の展開に必要な

能力，参加した認知症高齢者の社会性発揮への配慮に

必要な能力，参加した認知症高齢者個々人への支援に

必要な能力について考察する．

表 2　グループ回想法実施者の基本属性
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1． 参加した認知症高齢者に配慮した回想法の展開に

必要な能力

　本研究結果から高齢者が戸惑わないように配慮して

準備を行い，道具を活用しながらわかりやすく情報提

供をし，共感し，高齢者が保持している力に着目する

ことなどを行いながらグループ回想法を展開している

ことが抽出された．本研究で参加した認知症を有する

高齢者には記憶力低下の他，見当識能力の低下などの

さまざまな症状があり，グループ回想法への参加困難

を未然に防ぐように高齢者の戸惑いに配慮して進めた

り，高齢者にとってわかりやすい情報を提示するよう

な言動が抽出されたと考える．先行研究 7）では，実

施者が回想法を円滑に進められるように準備している

ことが報告された．円滑な準備により認知症高齢者が

安心して参加できる環境が求められるが，本研究でも

それを支持する結果が得られた．回想法の場では円滑

に回想法の開始や終了をして高齢者の不安を高めるこ

とがないように配慮し，わかりやすい情報提供を目指

して，高齢者のできていることを活かせるように展開

することで高齢者の残存機能を引き出せる可能性があ

ると考える．

　また，高齢者が話す内容に共感するということは高

齢期を経験していない者にとって難しいことではある

が，回想法を効果的に行うためには非常に重要である．

黒川は回想法のスタッフに求められる基本的な姿勢は

心理療法の基本をなす「受容的」「共感的」な姿勢で

あるが，まだ人生経験が浅くて若いスタッフが高齢者

の回想に共感できる深さにはある種の限界がつきまと

うと指摘している 9）．野村らは良い聴き手の条件とし

て話を批判的にではなくそのまま受容すること，今何

を感じているか，その気持ちを大切にすることなどを

あげている 10）．

　以上のことから，認知症による参加しにくい状況に

対しわかりやすく情報提示することなどによって，高

齢者が感じる戸惑いに配慮して進めることが求められ

る．また，その配慮を十分に行うためにも経験が浅い

実施者ができるだけ困らないように熟練者とともに実

施できる環境を整えたり，受容や共感などについての

表
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研修会やスーパービジョンの機会を提供することも必

要である．

2． 参加した認知症高齢者の社会性発揮への配慮に必

要な能力

　本研究結果から高齢者の社会性発揮の支援として，

参加者同士をつなげること，他の参加者からの言葉を

伝えることなどが抽出された．先行研究 7）では高齢

者同士の関係性を築けるように配慮していることが報

告され，本研究でもそれを支持する結果が得られた．

黒川はグループで行うと互いの話に触発されて忘れて

いた記憶がよみがえるという利点があると述べてい

る 9）．さらに，ロナルドらはグループ活動ではメンバー

がお互い共感的に応答し分かち合う経験を，確かに価

値あるものであると確認することができるように援助

するものであることを提示している 11）．グループ回

想法ではグループであることを最大限活かして実施す

ることが求められるため，高齢者がしっかり参加でき

るように促し，グループでともにいること，他者との

関わりの中に価値を見いだせるように関わる必要があ

る．

　また，本研究で参加した高齢者は日常生活では認知

症を有していることでコミュニケーション障害が生

じ，他者との関わりがほとんどない高齢者もいると考

えられる．これらは，認知症を有することによって，

孤独感，不安につながるものである．高齢者の社会性

発揮に配慮した回想法の場では，自尊心を保持し，参

加した高齢者にとって，なじみの関係を作ることにつ

ながり，より心地よいところとなると考えられる．水

野は認知症ケアに携わる人に望まれる資質として尊

重，話し合う（相互理解する），ともに行うことなど

を提示している 12）．認知症高齢者ケアにおいても話

し合いのもとで，ともに行うということの重要性が示

されており，グループであることを最大限活かした関

わりが重要である．グループ回想法でもグループの力

を活用しながら，高齢者個々人にとっての効果を最大

限にしていく姿勢が重要であると考える．

　以上のことから，社会性発揮に着目して関わること

によって，認知症高齢者の孤独感や不安の軽減に役立

てられるようにグループで行うことを最大限活かして

いく関わりが求められる．

3． 参加した認知症高齢者個々人への支援に必要な能

力

　本研究結果から高齢者が有する機能低下をサポート

すること，高齢者の身になって話を聴くことなどが抽

出された．先行研究 7）では回想法の場が高齢者のも

つ力や実施者のサポートにより認知症のために参加困

難とならないよう整えられていたことが報告され，本

研究でもそれを支持する結果が得られた．

　本研究で回想法に参加した認知症高齢者には記憶力

低下の他，徘徊や妄想などの BPSDが出現している状

況もあったが，グループ回想法の実施環境を整え，機

能低下への支援が適切に行い，高齢者個々人がもって

いる力が認められることによって安心して参加するこ

とが可能となると考える．さらには，認知症のために

日常生活上ではかなりの支援を必要としていても，高

齢者本人が保持している力を発揮できるように十分支

援していくことで自尊心の維持や向上につながると考

えられる．

　また，回想法は高齢者の心を支えながら，その人の

思いや考えをしっかり聴くことがまず大事である．小

松らは認知症高齢者ケア技術の 1つとして波長あわせ

をあげており，高齢者の話を聴き，真正面から向き合

うことが重要であると示している 13）．また，野村ら

は高齢者を「理解したい，知りたい」という援助者の

気持ちによって，高齢者は「自分を見ていてくれてい

る，興味を持ってくれている」と感じ，安心感や喜び

を高めることが多いと記述している 14）．話をしっか

り聴いてくれていると感じることで，その場での安心

感につながると考える．高齢者がそのときその場で話

したいことを聴き，高齢者の思いをその人の言葉で表

現されるように関わることが求められる．そのことが

高齢者のその人らしさを大事にすることとなり，参加

満足度の向上につながると考えられる．

　以上のことから，話しを聴くことに重点を置きなが
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ら，高齢者の機能低下へのサポートをすることが重要

であると考えられる．

4．本研究の限界と今後の展望

　本研究の対象者は少人数であり，結果を一般化する

ことは難しい．しかし，経験を積み重ねた者が主とし

て展開したグループ回想法を観察調査して得られた本

研究結果は意義があると考える．

　しかし，熟練した回想法実施者が実施している状況

ではない場合もあり，経験が少ない者でも，実施内容

の質を低下させることなく経験を積み重ねていけるよ

うにすることが求められる．そのためには熟練した回

想法実施者と話し合いができる環境やスーパーバイズ

を受けることができる環境を整えること，自分を客観

的に見つめて向上していけるように回想法実施者が自

己評価や他者評価できる尺度を活用してことが有効で

あると考える．

　これらにより，参加高齢者に効果的な質の高いグ

ループ回想法を目指せると考えられる．

Ⅴ．結語

　回想法実施場面の録画映像を観察調査した結果，回

想法実施者は，認知症による参加しにくい状況を未然

に防いで安心して過ごせる環境を整えるなど高齢者に

配慮した回想法展開していること，社会性発揮に配慮

していること，話しを聴くことに重点を置きながら機

能低下へのサポートすることで，その人らしさを大事

にして実施していることが示された．
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